
 

  

サーベイランスの基礎的な研究は達成された。 

・ 感染症の改正に伴う病原体保管管理などを安全かつ正確に行う新システム

を提案する。その有用性を検証中である。 

 

⑤ 課題と今後の方向性 

・ 日和見感染症としての深在性真菌症と輸入真菌症に関する新しい検査法と

抗真菌薬の開発、並びに病原因子の解明に向けたポストゲノムの基盤的研究

を行う。 

・ 病原性抗酸菌感染症においても薬剤耐性菌の出現が大きな問題となってお

り、新たな治療法及び予防法の確立が急務である。得られた成果をさらに

発展させる必要性が高い。 

・ 野生動物も含めた疫学研究、特に病原体の生態学的研究を行う。 

・ エイズ、鳥インフルエンザの治療薬開発についてはアジア（中国）等との

国際連携を視野に入れた研究を行う。 

⑥研究事業の総合評価 

・ 新興・再興感染症については、国家の安心・安全対策としても、今後、対

策を行うべき問題である。当該研究事業については、昨今話題となっている

SARS、新型インフルエンザに関する研究を始め、近い将来克服されると考え

られていたが再興がみられる結核等に関する研究をはじめ幅広い分野に関

して、病態解明、予防、治療法の開発のみならず、行政が行う対策に資する
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